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一般社団法人針ヶ別所未来開発
◆代表者・所在地
木村 好成 奈良県奈良市

◆設立
令和３年８月

◆経営規模
水稲 18ha、野菜（にんにく等）0.05ha、農産加工所

◆従業員数
役員６名、正社員３名、パート・アルバイト４名

◆事業内容
水稲を主体に、野菜の生産と農産加工の複合経営に取り組む。

ＳＮＳを活用した広報戦略の策定

代表の木村氏（写真右）と加工施設で働く従業員

一般社団法人針ヶ別所未来開発は、奈良市針ヶ別所

町の地域農業を維持・発展させることを目的として設立さ

れた集落営農法人である。令和５年度から、奈良市の加

工施設の指定管理を受け、農産物の加工受託、自社商

品の加工販売を行っている。令和５年度にイノベーションサ

ポート事業のプランナー派遣により、新商品の甘酒を開発。

新商品の販路開拓（ふるさと納税用や贈答向け等）や

既存商品も含めた販売広報戦略について、特にデザイン

面を中心にアドバイスを受けたく、普及指導センターに相

談したところ、農業経営・就農支援センターを紹介された。

■支援チームによる支援計画の策定
経営戦略会議を実施し、相談者の課題解決を実現す

るためには、広報アドバイザーを交えた支援チームの派遣が

必要と判断。

現行の贈答用パッケージについての改善点を明確化した

上で、ＳＮＳを活用した広報活動や販売広報戦略につ

いて指導・助言を行うこととした支援計画等を策定した。

支援チーム構成員：

広報アドバイザー、普及指導員、農業経営・就農支援セン

ター専属スタッフ

新商品の甘酒の販路開拓（ふるさと納税用や贈答向

け等）や既存商品も含めた販売広報戦略において、主に

パッケージのデザイン面についてアドバイスを受けたい。

また、 ＳＮＳを活用した広報の発信方法、その運用体

制づくり及びフォロワー増加の方法や、これらを総合的に

推進するための効果的な広報活動について具体的なアド

バイスを受けたい。

■専門家派遣を通じた助言の実施
支援計画に基づき、農業経営・就農支援センター専属

スタッフが中心になり、支援チームの編成・派遣に係る調整

を実施した。

・現行の贈答用パッケージへの助言
（広報アドバイザー［第１回目］）
販売したいターゲット層についてヒアリングを行い、ターゲッ

ト層を決定した。ターゲットが求めるものに対応するための

改善策として、箱・ロゴ・包装紙・緩衝材のデザインや材質

について助言を行った。

また、ネット販売ページの改善策についても助言。事業や

商品のコンセプトを伝え、ターゲット層に刺さり、購入しても

らいやすいサイトになるよう助言を行った。

・ＳＮＳを活用した広報活動への助言
（広報アドバイザー［第２回目］）
ＳＮＳ運用における体制づくりやフォロワーを増やすため

の取組や、ターゲット層を狙ったアクション方法について助言

を行った。ＳＮＳを入り口として、ネットショップへ誘導する

ための動線を安定させていくよう助言を行った。

広報アドバイザーによるパッケージデザインへの助言の様子

経営概要

相談内容２現状と相談までの経緯１

支援内容3

集落営農



農業経営者等への経営サポート活動及び新規就農希望者等への就農サポート活動を関係機関と連携し一体的に支援し

ています。

奈良県庁分庁舎外観

組織概要

■支援を受けて・・・
専門家の助言により、既存のデザインを見直すことで、よ

り魅力的な贈答用パッケージが完成した。また、ＳＮＳの

運用方法のルール化についてもアドバイスを受け、販売広

報戦略の方向性が明確化された。

喜びの声

専門家の方の丁寧なヒアリングによって、具体的なター

ゲット層を把握することができ、自信を持って届けられる素

敵なパッケージが完成しました。

また、私たちの実状についてよくご理解いただいた上で、的

確な助言をいただきました。

ＳＮＳの運用についても、助言いただいたことのうち、でき

ることから始めています。

相談者は、一般社団法人として、地域農業・産業の発

展・継続のために、若い担い手の確保や地域の加工処理

施設の運営に取り組んでおられます。

専門家の助言によって完成した贈答用の商品は、奈良

市のふるさと納税返礼品に採用されました。

また、東京都新橋にある奈良まほろば館にて開催された

新商品甘酒の試飲販売会においても好評を得ており、今

後のさらなるご活躍が期待されます。

専属スタッフ所感

奈良まほろば館（奈良県のアンテナショップ）での試飲販売会の様子

■今後の展開
専門家からの助言内容を基に、まずは、加工施設のメン

バーがＳＮＳで投稿することやフォロワーを増やすアクション

をとることに慣れることで、外と繋がる意識を高めていく。

次に、広報の年間計画を立てることで、ターゲット層に向

けた戦術を組み立て、効果的な広報を実行していく。

＜支援機関＞奈良県農業経営・就農支援センター

支援を受けた後の経営状況４

■相談窓口
【経営・就農相談】
住 所：奈良県奈良市登大路町30
住 所：奈良県庁分庁舎５階
住 所：食農部 担い手・農地マネジメント課
電話番号：０７４２－２７－７６１７
受付時間：月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）
住 所：９：30～12：00 13：00～17：00

【経営・就農相談】
住 所：奈良県奈良市登大路町30
住 所：奈良県庁分庁舎５階
住 所：一般社団法人 奈良県農業会議
電話番号：０７４２－２７ー７４１９
受付時間：月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）
住 所：９：30～12：00 13：00～17：00


	スライド 9
	スライド 10

